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第1章 はじめに
 

 

1.1  研究の概要 

 

 現在のボーダレス化社会を生きる私達にとって, 英語力はもはや必要不可欠な能力とな

っているが, 英語を苦手としている日本人は多い.  

 特に英文読解については, ５文型などの基本的な知識は与えられるものの, 実際に英文

をどのように読解していくか未だに理解できずにいる人も沢山いると思われる.  

 

「英文読解」について, さまざまな読解方法を記した本が出版されている. 神戸康弘(2004)

は自著の解説本において, 「英文マップ」を用いた英文読解方法を提案している.  

 英文マップとは, 読解したい英文の単語をあらかじめ定められたルールに従って独自の

マップ内に当てはめて行く事で英文の構造を視覚的に理解し, 読解に役立てる方法の事で

ある.  

 

 実際に英文マップを使用して英文読解の効果を確かめてみたところ, 基本的な文型の英

文であれば, 一見難しい長文でもマップに当てはめる事で文の流れを掴み, 後は単語の意

味さえ分かれば英文を読める事が実感できた.  

 

 本研究では, 英文マップの作成方法をパソコン上で学習し, 英文マップを用いた読解方

法を練習できる教材を開発し, 教材を利用する事によって英文マップ作成の知識・能力が付

くかどうかについての評価を行った.  
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2.1.2 日本語文と英語文のちがい  

 

 神戸は, 日本語の文と英語の文で異なる点があり, それも日本人の英文読解に影響を及

ぼしていると述べている.  

 日本人が英文を読解する際, おそらく多くの人が「英単語の意味さえ分かれば英文が読め

る」と思っているだろう. しかし日本語においても英語においても, ある文から単語だけを

抜き出してきたところで読解ができるとは限らない.  

 例えばとある日本語の文があり, そこに「彼」「わたし」「鞄」「投げる」の４つの単語が

含まれたとする. この単語から日本語を推測する際, 考えられる文の意味は以下のように

なる.  

 

・ 「彼」が「わたし」に「鞄」を「投げる」 

・ 「彼」に「わたし」が「鞄」を「投げる」 

 

 もちろん, これ以外にも沢山の可能性が存在する.  

 つまり, 日本語の文を読む時でさえ「単語」だけでは正確に意味が掴めないという事が分

かる. 日本語の文には「単語」があり, 「て・に・を・は」などの単語と単語の関わりを示

す言葉も同時に存在する.  

 

 では, この「て・に・を・は」は英語の文にも存在するだろうか.  

 先程例に出した「彼がわたしに鞄を投げる」を英文にするとこうなる.  

 

・ He throw the bag for me. 
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言葉は, 英語の中では表記されていない.  

「て・に・を・は」の有無が日本語を話ながら育ってきた日本人が英語に親しめない理由

のひとつであり, 日本語と英語の決定的な相違点である.  

 

 英語にも「て・に・を・は」といった解釈は存在する. しかし, それは表記となって文の

中に現れるのではなく, もっと異なった方法で現れている.  

 日本語の例にあげた「彼」「わたし」「鞄」「なげた」の例文２つを, 今度は英文にして同

じように以下に示す.  

 

・ He throw the bag for me. 

・ I throw the bag for him. 

 

 ２つの英文に見られる相違点は単語の位置である.  

 つまり, 日本語では単語のうしろに「て・に・を・は」といった言葉を繋げる事で文の意

味を形成しているのに対し, 英語では単語と単語の位置関係によって, 単語の持つ意味お

よび文の意味を形成している.  

 神戸はこの違いを元に, 日本語の文法を「てにをは式」, 英語の文法を「設計図式」と現

している.  

 

 

2.1.3 英文マップの特徴  

 

 日本語と英語で違う「て・に・を・は」の表記方法を考慮し, 神戸は日本人が慣れ親しん

だ日本語の読み方を用いた英文読解方法を編み出した. それが英文マップである.  
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図 2.1:英文マップ 

 

 図 2.1 に英文マップの図を示す.  

 「イントロ(英文の先頭を飾る言葉)」「主語」「動詞」など, 英文の要素となるものがマッ

プ上に配置されている. このマップのボックス内に該当する英文を入れていく.  

 この英文マップには, これまでの英文読解法には無い特徴が３つ挙げられる.  

 

①「て・に・を・は」をマップ内に書き入れた 

 日本語を読む時の特徴であり, 英語には表記としては存在しない「て・に・を・は」をマ

ップ内に実際に書き入れた. これにより, ボックスに入れた単語に「て・に・を・は」を繋

げる事ができ, より日本語の読解に似た感覚で英文読解が行える.  
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図 2.2:英文マップに用いる 4 ヶ所のサイン 

 

 英文を当てはめる際には, まず「文の先頭」に位置する単語を 13 種類のパターンに分け

られたルール(表 3.1)を参照しながら英文マップにはめ, 続いて「主語の後ろ」を 9 種類の

パターンに分けられたルール(表 3.2)で, 「動詞」を 3 種類のパターンに分けられたルール(表

3.3)で, 「目的語の後ろ」を 3 種類のパターンに分けられたルール(表 3.4)で順番に当ては

めて行く.  

 ルールは各サインにそれぞれ設けられており, 各箇所に位置すると思われる単語の種類

に分けて, どこまでの単語が英文マップのどのボックスに当てはまるかを定めている. 5 文

型のいずれかの文型に該当する文であれば, このルールに従う事でほとんどの英文は英文

マップに当てはめる事ができる.  
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表 2.1 : 「先頭の単語」に当てはまる 13 種類のパターン 

 

表 2.2 : 「主語の後ろ」に当てはまる 9 種類のパターン 
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表 2.3 : 「動詞」に当てはまる 3 種類のパターン 

 

 

表 2.4 : 「目的語の後ろ」に当てはまる 3 種類のパターン 

 

 

 

2.1.5 英文マップの検証  

 

 英文マップが既存する英文についてどのくらい友好的な読解方法なのか検証を行った.  

 インターネットに公開されている英語記事から英文 50 個を取出し, それぞれの英文を英
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文マップに当てはめた.  

 その結果, 以下の４点が現状の英文マップでは対応できていない事が分かった.  

 
① 現在進行形・現在完了・過去完了など, 動詞が変形する文型については, ４つのルール

に対応方法が明記されていない.  

ex. We are going to work this homework. 

 

② 「主語→動詞→目的語(→目的語・補語)」といった一般的な流れにならない, 特殊な文

型の英文に対応できない.  

ex. Do something what you can! 

 

③ 英文マップのどの部分にも当てはまらない単語が存在する.  

ex. “You have to give up graduation” He said. 

 

④ １つの文に２つの文型が連なっている時, それぞれを英文マップに一つずつ当てはめ

ていかなければならない.  

ex. She stopped studying and we are disappointed. 

 

 

 読解の際に英文マップを使用するのであれば, これらの問題点に対応させなければ, 英

文マップを用いての読解法は実用的なレベルとは言えない.  

 しかし, 一般的な文型の英文であればルール通りに英文マップに当てはめる事ができ, 

長くて難しく見える英文もその構造が視覚的に見て取れる. 後は単語の意味さえ理解して

いれば, 読解に役立てられる事が分かった. 

 

 

 



 18

2.2 システムの各機能 

 

2.2.1 英文マップ作成教材  

 

 英文マップを自分で作成できるようになるため, その使用法やルールを学習する. 全 5 ス

テップで構成され, 各ステップに複数単元が存在する(図 2.3).  

 単元の終わりには, その単元の習得状況を確認するための確認テストを設け (図 2.4), テ

ストに合格していく事で「習得度」が上がる仕組みとした.  

 

 

 

図 2.3:単元選択画面 
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図 2.4:確認テスト画面 

 

 

2.2.2 英文マップ作成ドリル  

 確認テストがドリル形式で出題され, 英文マップ作成の練習を行う機能である. 出題範

囲を各ステップ毎, または全てのステップから選択でき(図 2.5)., 出題数も選択できる.  

 ランダムに問題を出す「ランダム出題モード」と, これまでのドリル使用データから苦手

な単元を割り出し重点的に練習できる「苦手克服モード」(図 2.6).の２種類を用意した.  
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図 2.5:ドリルのステップ選択画面 



 21

 

図 2.6:苦手克服モードのドリル結果表示画面 

 

 

2.2.3 習得度参照機能  

 各ステップにおける英文マップ習得度を確認できる機能である(図 2.7). また, そこから

学習したい教材やドリルへ移動する事もできるようにした.  
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図 2.7:習得度参照画面 
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第3章 システムの開発
 

 

3.1 開発環境 

 

 開発環境はMac OS 10.4.4, 開発にはMacromedia Flash MXおよび Flash ActionScript

を用いた. 本教材は Macromedia Flash Playerを搭載する全てのパソコン環境で動作する. 

 

 Macromedia Flash Player はパソコンの種類・環境などに依存せず, アプリケーション

を持っていれば全てのパソコンで同じ動作をさせる事ができる. また特別なフォントを指

定しなければ, 表示も全てのパソコンで同じ画面が表示される.  

 この点を考慮して, インターフェイス設計にMacromedia Flash MXを用い, プログラミ

ング部分には Flash Action Scriptを用いた.  
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図 3.3: 教材のスライド表示画面 
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図 3.4: 単元の確認テスト画面 
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図 3.5:マップに当てはめる英文を間違えた際の表示画面 

 

 

3.3.2 英文マップ作成ドリル  

 

 確認テストがドリル形式で出題され, 英文マップ作成の練習を行う機能である.  

 出題範囲を各ステップ毎, または全てのステップから選択でき(図 3.6), 出題数も 5 問・

10 問・15 問の中から選択できる. (図 3.7) 
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 ランダムに問題を出す「ランダム出題モード」と, これまでのドリル使用データから苦手

な単元を割り出し重点的に練習できる「苦手克服モード」の２種類がある.   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6: 英文マップ作成ドリル ステップ選択画面 
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図 3.7: 問題数選択画面 

 

 

 ドリルの構成自体は教材の確認テストと同じ構造であり, 選択したステップ内容の英文

マップ作成問題が出題される(図 3.8). 「ランダム出題モード」を選択した際は, ドリル内

の問題からランダムに問題を選んで表示する.  

 設定した問題数分の問題が終了すると, ドリルの実行結果が表示される(図 3.9).  

 選択問題に対しての正答数が表示され, またドリル内で間違えた問題に該当する単元を

「苦手単元」として表示する.  

 ドリルの結果表示画面から「苦手克服モード」を選択する事ができる. 「苦手克服モード」

は苦手単元として表示された単元の問題を重点的に出題するモードで, 間違える事なく正

解すればその単元は苦手単元の表示から外れる. またドリルの結果表示から同じ単元での
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第4章 システムの評価
 

 

4.1 プロトタイプ版教材評価方法 

 

 まずプロトタイプとして, 教材全 5 ステップのうち 1 ステップとそれに準ずるドリルを

作成し評価を行った.  

 最初に教材の動作チェックを行い, 指摘された改善点を修正した. 次に, 主語や動詞など

英語の基礎知識を確認するための前提テストに合格した大学生には事前テストを実施。不

合格の場合には教材を利用する資格があるとし、実際に教材を使用してもらった。 

 教材の習得度が 100%になった所で事後テストに受けてもらい、テストの結果を見て評価

した。また事後テスト後にはアンケートを行い、テスト成績とアンケートでの記述結果で

評価を行った。  

 

 

4.2 プロトタイプ版教材の形成的評価における結果・考察 

 

 協力者にはまず英語の基礎知識を確認するための前提テストを受けてもらい, 合格した

ら次に英文マップの理解度を計るための前提テストを受けてもらった.  

 前提テストには不合格だったので, プロトタイプ版の教材で学習を行った. 学習後に行

った事後テストには全問正解した.  

 教材利用によって, 英文マップの使用法が効果的に学習できた事が確認できる.  

 

 また協力者に教材利用後行ったアンケートの結果は表 4.1 の通りである。「教材を用いて

の英文マップの理解」「確認テストやドリル機能の実装」について高い評価が得られたもの
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の, 「教材の内容」については少し分かりにくいという感想をもらった.  

 他にも意見として, 「問題を解く時に間違っても, また簡単にやり直せるので使いやす

い」「確認テストのチュートリアルが欲しい」といった意見が寄せられた.  

 

 

表 4.1 : プロトタイプ評価のアンケート結果 (5 段階評価) 

 英文マップについて

の理解が深まった 

教材の内容が分かり

やすい 

確認テスト・ドリル

機能が役立った 

協力者 A 4 2 4 
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4.3 本教材評価方法 

 

 次にプロトタイプ版の評価を参考に教材を完成させ、プロトタイプ版と同様の手順で評

価を行った。  

 まず教材の動作チェックを行い, 指摘されたバグや改善点を修正した. 次に, プロトタイ

プ版評価時と同内容の前提テスト・事前テストを実施。前提テスト不合格の場合には教材

を利用する資格があるとし、実際に教材を使用してもらった。 

 教材の全てのステップの習得度が 100%になった所で事後テストに受けてもらい、テスト

の結果を見て評価した。また事後テスト後にはアンケートを行い、テスト成績とアンケー

トでの記述結果で評価を行った。  

 

 

4.4 本教材の形成的評価における結果・考察 

 

 協力者にはまず英語の基礎知識を確認するための前提テストを受けてもらい, 合格した

ら次に英文マップの理解度を計るための前提テストを受けてもらった.  

 前提テストには 3 人とも不合格だったので,本教材で学習を行った. 学習後に行った事後

テストには 3 人それぞれが全問正解した.  

 教材利用によって, 英文マップの使用法が効果的に学習できた事が確認できる.  

 

 また協力者に教材利用後行ったアンケートの結果は表 4.2 の通りである。プロトタイプ

版同様「教材を用いての英文マップの理解」「確認テストやドリル機能の実装」についての

評価は高めだが、「教材の内容」の評価は低いものとなった.  

 また、教材の内容量については協力者 3 名中 2 名が「適切な量」と判断したが、1 人が

「多い」と判断し、教材学習終了期間として想定している 1 週間より３日多い 10 日間が学

習に必要だという意見も寄せられた。 
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 アンケートの自由記述では、「テキストが良くできている。読んでいて面白い」「デザイ

ンが良い」「見やすくて使い安い」等、デザイン面で良い印象を得られたが、逆に「もっと

カラフルにしてほしい」という意見もあった。 

 その他「テストやドリルに同じ問題が出てくるので、もっと問題のパターンを増やして

欲しい」「全体的に教材を学習する時の達成感を感じられるような仕掛けが欲しい」などの

意見も寄せられた。 

 

 

表 4.2 : 本評価のアンケート結果 (5 段階評価) 

 英文マップについて

の理解が深まった 

教材の内容が分かり

やすい 

確認テスト・ドリル

機能が役立った 

協力者 A 4 2 4 

協力者 B 5 4 4 

協力者 C 4 3 4 

平均 4.3 3 4 
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第5章 おわりに
 

 本研究では英文マップ作成法を学ぶ教材を作成し, 教材の利用によって, 英文マップ作

成の知識・能力が身に付くかの評価を行った.  

 評価の結果, 教材の使用によって使用者は英文マップ作成法を習得し, 自分で英文マッ

プを作成できる事が分かった. しかし教材利用者のアンケートおよびインタビューによっ

て, 教材に改善の必要がある事も分かった.  

 

 今後の課題としては, 教材の内容に変化を持たせて学習意欲を維持させる機能・効果を盛

り込む事、ドリルで出題される問題数を増やし, ドリル使用による学習効果をさらに高める

事、また教材内容をより分かり易いものにする事などが挙げられる.  
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